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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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高分子・樹脂:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事15件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 分子・配合

コベストロのVulkollan|化学リサイクルの試験
生産とCO2削減量
コベストロは、ドイツのレーバークーゼンに高性能エラストマー
「Vulkollan®」の化学的リサイクルを行う新しいパイロットプ
ラントを開設しました。この技術は、使用済みVulkollan®材料
の90%以上を精製された化学的ビルディングブロックに分解し、
化石ベースのバージン材料と比較して炭素排出量を最大3分の2
削減します。このパイロットプラントは、産業規模への拡大を
目指し、プロセスの改良とデータ生成を目的としています。

シグナル 02 | 材料化

PFAS規制案|ECHAが14,000種以上の化学物質
規制を支持
欧州化学品庁(ECHA)の科学委員会は、推定14,000種以上の
PFAS(有機フッ素化合物)を事実上すべての産業部門で規制する
という、欧州史上最も広範な化学物質規制案を支持しました。
この提案は2023年1月にデンマーク、ドイツ、オランダ、ノルウェ
ー、スウェーデンによって提出されたものです。PFASが人々と
環境に増大するリスクをもたらし、現行の規則では排出制御が
不十分であると委員会は結論付けています。この規制は、PFAS
の使用と排出を大幅に削減し、環境と公衆衛生保護を強化する
ことを目的としています。

シグナル 03 | 加工・測定

IFUNの歯科用3Dプリンティング樹脂
|HDT120°Cと低収縮率の性能
IFUNは、歯科用3Dプリンティング樹脂の包括的なラインナップ
を発表し、特に高精度歯科模型用フォトポリマー「Dental
Model Resin 3160」が120°Cの熱たわみ温度(HDT)と0.5%以下の
低収縮率を達成しました。さらに、歯肉順応性をシミュレート
できるショアA硬度50-60Aの柔軟性エラストマー「Gingiva
Mask Resin 3161」も導入。これらの新材料は、デジタル歯科の
精度と多様性を飛躍的に向上させるものです。

シグナル 04 | 部品・市場

PEDOT:PSSとコラーゲンの3Dプリント材料|
生体適合性の向上
ワシントン大学セントルイス校のエンジニアが、コラーゲンと
電気伝導性ポリマーPEDOT:PSSを組み合わせ、3Dプリンティン
グ可能な生体エレクトロニクス材料を開発しました。この新し
いコラーゲンベースの材料は、従来の医療機器材料に比べて生
体組織との適合性が高く、より自然に生体と相互作用する医療
インプラントやバイオエレクトロニクスデバイスの実現に貢献
します。これにより、体内での拒絶反応リスクを低減し、長期
的なデバイス性能の向上が期待されます。

編集判断

今週の経営判断は 配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定する証拠 に集中する。自社条件で関
連証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で確認する.
2. 供給企業: 工程窓、信頼性、トレーサビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する.
3. 経営層: 量産性、価格、長期信頼性、規制、回収性、顧客認定.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

90%
A13

数値の条件

コベストロは、ドイツのレーバークーゼンに高性能エラストマー「Vulkollan®」の化学的リサ
イクルを行う新しいパイロットプラントを開設しました。この技術は、使用済みVulkollan®材
料の90%以上を精製された化学的ビルディングブロックに分解し、化石ベースのバージン材料
と比較して炭素排出量を最大3分の2削減します。このパイロットプラントは、産業規模への拡
大を目指し、プロセスの改良とデータ生成を目的としています。

2023年
A06

数値の条件

欧州化学品庁(ECHA)の科学委員会は、推定14,000種以上のPFAS(有機フッ素化合物)を事実上す
べての産業部門で規制するという、欧州史上最も広範な化学物質規制案を支持しました。この
提案は2023年1月にデンマーク、ドイツ、オランダ、ノルウェー、スウェーデンによって提出
されたものです。PFASが人々と環境に増大するリスクをもたらし、現行の規則では排出制御が
不十分であると委員会は結論付けています。

0.5%
A12

数値の条件

IFUNは、歯科用3Dプリンティング樹脂の包括的なラインナップを発表し、特に高精度歯科模型
用フォトポリマー「Dental Model Resin 3160」が120°Cの熱たわみ温度(HDT)と0.5%以下の低
収縮率を達成しました。さらに、歯肉順応性をシミュレートできるショアA硬度50-60Aの柔軟
性エラストマー「Gingiva Mask Resin 3161」も導入。

28.2%
A07

数値の条件

新しい研究により、酸性および塩基性添加剤を用いた熱水変換によってポリウレタン(PU)廃棄
物の脱重合が促進され、貴重な化学中間体である2,4-トルエンジアミン(TDA)を効率的に回収で
きることが示されました。特にエチレンジアミンを触媒として使用した場合、180°CでPU変換
率28.2%を達成し、TDA収率は13.6重量%に達しました。この方法は、PU廃棄物のリサイクル
効率を向上させ、持続可能な化学品生産に貢献する可能性を秘めています。

95%
A01

数値の条件

中国中車(CRRC)は、主要原材料の95%以上を回収可能な110メートル級リサイクル風力タービ
ンブレードの製造を完了しました。このブレードは、高効率の剥離可能な注入樹脂と可逆的化
学剥離技術に基づく材料システムを採用しています。これにより、樹脂と補強繊維を分離し、
様々な高価値用途での再利用が可能になります。本技術は、風力タービンブレードの廃棄物問
題に対する画期的な解決策を提供し、クローズドループ回収を推進します。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

分子・配合
P01/P06

コベストロは、ドイツ
のレーバークーゼンに
高性能エラストマー「
Vulkollan®」の化学的
リサイクルを行う新し
いパイロットプラント
を開設しました。

2

材料化
P02/P07

欧州化学品庁(ECHA)の
科学委員会は、推定
14,000種以上のPFAS(有
機フッ素化合物)を事実
上すべての産業部門で
規制するという、欧州
史上最も広範な化学物
質規制案を支持しまし
た。

3

加工・測定
P03/P08

IFUNは、歯科用3Dプリ
ンティング樹脂の包括
的なラインナップを発
表し、特に高精度歯科
模型用フォトポリマー
「Dental Model Resin
3160」が120°Cの熱た
わみ温度(HDT)と0.5%
以下の低収縮率を達成
しました。

4

部品・市場
P04/P09

ワシントン大学セント
ルイス校のエンジニア
が、コラーゲンと電気
伝導性ポリマーPEDOT:
PSSを組み合わせ、3D
プリンティング可能な
生体エレクトロニクス
材料を開発しました。

5

循環・再投入
P05/P10

新しい研究により、酸
性および塩基性添加剤
を用いた熱水変換によっ
てポリウレタン(PU)廃
棄物の脱重合が促進さ
れ、貴重な化学中間体
である2,4-トルエンジア
ミン(TDA)を効率的に回
収できることが示され
ました。

各受渡しで必要な証拠

分子・配合 → 材料化 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 量産性、価格、長期信
頼性、規制、回収性、顧客認定.

材料化 → 加工・測定 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 量産性、価格、長期信
頼性、規制、回収性、顧客認定.

加工・測定 → 部品・市場 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 量産性、価格、長期信
頼性、規制、回収性、顧客認定.

部品・市場 → 循環・再投入 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 量産性、価格、長期信
頼性、規制、回収性、顧客認定.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 量産性、価格、長期信頼性、
規制、回収性、顧客認定.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04
P05

P06

P07

P08

P09

P10

P01 コベストロのVulkollan|化学リサイク
ルの試験生産とCO2削減量
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 PFAS規制案|ECHAが14,000種以上の化
学物質規制を支持
事業・制度・供給 | 根拠: 規制

P03 IFUNの歯科用3Dプリンティング樹脂
|HDT120°Cと低収縮率の性能
システム・導入 | 根拠: 導入

P04 PEDOT:PSSとコラーゲンの3Dプリン
ト材料|生体適合性の向上
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 ポリウレタン廃棄物の熱水分解|TDA収
率13.6%達成の触媒
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P06 CRRCのリサイクル可能風力タービン
ブレード|材料回収率95%の実現
システム・導入 | 根拠: システム

P07 CRRCの風力タービンブレード|材料回
収率95%超の再生可能素材
システム・導入 | 根拠: システム

P08 IsPETase-M8とは|孫逸仙大学が開発し
た海水中PET分解酵素
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 EUの食品接触包装PFAS制限|2026年8
月12日からの適用と課題
システム・導入 | 根拠: 市場

P10 EU化粧品規制|PFASとマイクロプラス
チックの移行期間は2035年
事業・制度・供給 | 根拠: 規制

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 コベストロのVulkollan|化学リサイクルの試験生産とCO2削減量

A13 | 分子・配合 | 共同評価 日付未収録

FACT
コベストロは、ドイツのレーバークーゼンに高性能エラストマー
「Vulkollan®」の化学的リサイクルを行う新しいパイロットプ
ラントを開設しました。この技術は、使用済みVulkollan®材料
の90%以上を精製された化学的ビルディングブロックに分解し、
化石ベースのバージン材料と比較して炭素排出量を最大3分の2
削減します。このパイロットプラントは、産業規模への拡大を
目指し、プロセスの改良とデータ生成を目的としています。コ
ベストロは、他の特殊エラストマーや熱可塑性ポリウレタン
(TPU)への循環ソリューションも探求する予定です。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 PFAS規制案|ECHAが14,000種以上の化学物質規制を支持

A06 | 材料化 | 研究 日付未収録

FACT
欧州化学品庁(ECHA)の科学委員会は、推定14,000種以上の
PFAS(有機フッ素化合物)を事実上すべての産業部門で規制する
という、欧州史上最も広範な化学物質規制案を支持しました。
この提案は2023年1月にデンマーク、ドイツ、オランダ、ノル
ウェー、スウェーデンによって提出されたものです。PFASが人々
と環境に増大するリスクをもたらし、現行の規則では排出制御
が不十分であると委員会は結論付けています。この規制は、
PFASの使用と排出を大幅に削減し、環境と公衆衛生保護を強化
することを目的としています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 IFUNの歯科用3Dプリンティング樹脂|HDT120°Cと低収縮率の性能

A12 | 加工・測定 | 製品採用 日付未収録

FACT
IFUNは、歯科用3Dプリンティング樹脂の包括的なラインナッ
プを発表し、特に高精度歯科模型用フォトポリマー「Dental
Model Resin 3160」が120°Cの熱たわみ温度(HDT)と0.5%以下
の低収縮率を達成しました。さらに、歯肉順応性をシミュレー
トできるショアA硬度50-60Aの柔軟性エラストマー「Gingiva
Mask Resin 3161」も導入。これらの新材料は、デジタル歯科
の精度と多様性を飛躍的に向上させるものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P04 PEDOT:PSSとコラーゲンの3Dプリント材料|生体適合性の向上

A03 | 部品・市場 | 試作 日付未収録

FACT
ワシントン大学セントルイス校のエンジニアが、コラーゲンと
電気伝導性ポリマーPEDOT:PSSを組み合わせ、3Dプリンティ
ング可能な生体エレクトロニクス材料を開発しました。この新
しいコラーゲンベースの材料は、従来の医療機器材料に比べて
生体組織との適合性が高く、より自然に生体と相互作用する医
療インプラントやバイオエレクトロニクスデバイスの実現に貢
献します。これにより、体内での拒絶反応リスクを低減し、長
期的なデバイス性能の向上が期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 ポリウレタン廃棄物の熱水分解|TDA収率13.6%達成の触媒

A07 | 循環・再投入 | 研究 日付未収録

FACT
新しい研究により、酸性および塩基性添加剤を用いた熱水変換
によってポリウレタン(PU)廃棄物の脱重合が促進され、貴重な
化学中間体である2,4-トルエンジアミン(TDA)を効率的に回収で
きることが示されました。特にエチレンジアミンを触媒として
使用した場合、180°CでPU変換率28.2%を達成し、TDA収率は
13.6重量%に達しました。この方法は、PU廃棄物のリサイクル
効率を向上させ、持続可能な化学品生産に貢献する可能性を秘
めています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P06 CRRCのリサイクル可能風力タービンブレード|材料回収率95%の実現

A01 | 分子・配合 | 製品採用 日付未収録

FACT
中国中車(CRRC)は、主要原材料の95%以上を回収可能な110メー
トル級リサイクル風力タービンブレードの製造を完了しました。
このブレードは、高効率の剥離可能な注入樹脂と可逆的化学剥
離技術に基づく材料システムを採用しています。これにより、
樹脂と補強繊維を分離し、様々な高価値用途での再利用が可能
になります。本技術は、風力タービンブレードの廃棄物問題に
対する画期的な解決策を提供し、クローズドループ回収を推進
します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 CRRCの風力タービンブレード|材料回収率95%超の再生可能素材

A11 | 材料化 | 製品採用 日付未収録

FACT
CRRC社は、使用済み後に解体・リサイクルが可能な長さ110メー
トルの革新的な風力タービンブレードの生産を完了したと発表
しました。このブレードは、主要な原材料の95%以上を回収で
きる高効率の剥離可能注入樹脂をベースとした材料システムを
採用しています。特許取得済みの可逆的な化学的剥離技術によ
り、樹脂と強化繊維を効果的に分離することが可能となり、風
力発電業界における循環型経済への移行を大きく加速させるも
のです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P08 IsPETase-M8とは|孫逸仙大学が開発した海水中PET分解酵素

A08 | 加工・測定 | 試作 日付未収録

FACT
中国の孫逸仙大学の研究チームは、天然海水中でほぼ常温
(37°C)かつ大量の淡水を使用せずに、世界で最も広く使用され
ているポリエステルであるPET(ポリエチレンテレフタレート)
を分解できるプラスチック分解酵素「IsPETase-M8」を開発し
ました。この新酵素は、従来のPETリサイクルが要求する高温
(65~75°C)と淡水消費の課題を克服し、海洋プラスチック汚染
対策に画期的な進展をもたらすものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 EUの食品接触包装PFAS制限|2026年8月12日からの適用と課題

A05 | 部品・市場 | 製品採用 日付未収録

FACT
EUの包装および包装廃棄物規則(PPWR)に基づくPFAS(有機フッ
素化合物)の食品接触包装に対する制限が、2026年8月12日以降
にEU市場に投入される製品に適用が開始されました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P10 EU化粧品規制|PFASとマイクロプラスチックの移行期間は2035年

A09 | 循環・再投入 | 試作 日付未収録

FACT
欧州連合(EU)は、化粧品におけるPFAS(永遠の化学物質)と意図
的に添加されたマイクロプラスチックに関する新たな規制制度
を構築しており、これら有害物質の排除を目指しています。し
かし、特に長持ちするカラー化粧品において、現在PFASと合成
ポリマーマイクロ粒子が果たしている機能の代替品が商業規模
でまだ存在しないため、EUは最長で2035年までの移行期間を
設けています。この移行期間は、業界が代替材料と製造プロセ
スの開発・規模拡大に必要な時間を与えるものであり、イノベー
ションの促進が期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「配合・加工・耐久・循環を同一用途で認定す
る証拠」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再
現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料と一緒に提供する。

ACTION
30日以内に、切替費用を上回る性能差を用途別の共同評価票で
確認する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 量産性、価格、長期信頼性、規
制、回収性、顧客認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 切替費用を上回る性能差を
用途別の共同評価票で確認
する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 工程窓、信頼性、トレーサ
ビリティ、回収採算を材料
と一緒に提供する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 量産性、価格、長期信
頼性、規制、回収性、顧客
認定.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし



分析対象記事一覧 1/2 正式タイトル / 元記事URL全文
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分析対象記事 | 01-08件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 CRRCのリサイクル可能風力タービンブレード|材料回収率95%の実
現

https://finance.biggo.com/news/1f10413e-76df-4c57-ad98-41d2b5b978c
2

A02 自由体積エンジニアリングとは|バイオベースエポキシの強度と課
題

https://bioengineer.org/empty-voids-full-potential-free-volume-enginee
ring-unlocks-recyclable-bio-based-epoxy-that-rivals-petroleum-plastics/

A03 PEDOT:PSSとコラーゲンの3Dプリント材料|生体適合性の向上 https://source.washu.edu/2026/09/a-unique-solution-for-bioelectronics-
collagen-and-cacao-butter/

A04 DICのエポキシ樹脂用硬化剤|生成AI向け高速通信の信号損失低減 https://www.dic-global.com/en/contents/column/39.html

A05 EUの食品接触包装PFAS制限|2026年8月12日からの適用と課題 https://www.sgs.com/en-de/news/2026/09/eu-pfas-requirements-for-pa
ckaging-materials

A06 PFAS規制案|ECHAが14,000種以上の化学物質規制を支持 https://theinnovator.news/breaking-the-unbreakable-the-race-to-destro
y-forever-chemicals/

A07 ポリウレタン廃棄物の熱水分解|TDA収率13.6%達成の触媒 https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-f
acile-hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303
/

A08 IsPETase-M8とは|孫逸仙大学が開発した海水中PET分解酵素 https://bioengineer.org/engineered-enzyme-shreds-plastic-in-seawater-
at-room-temperature/

https://finance.biggo.com/news/1f10413e-76df-4c57-ad98-41d2b5b978c2
https://finance.biggo.com/news/1f10413e-76df-4c57-ad98-41d2b5b978c2
https://bioengineer.org/empty-voids-full-potential-free-volume-engineering-unlocks-recyclable-bio-based-epoxy-that-rivals-petroleum-plastics/
https://bioengineer.org/empty-voids-full-potential-free-volume-engineering-unlocks-recyclable-bio-based-epoxy-that-rivals-petroleum-plastics/
https://source.washu.edu/2026/09/a-unique-solution-for-bioelectronics-collagen-and-cacao-butter/
https://source.washu.edu/2026/09/a-unique-solution-for-bioelectronics-collagen-and-cacao-butter/
https://www.dic-global.com/en/contents/column/39.html
https://www.sgs.com/en-de/news/2026/09/eu-pfas-requirements-for-packaging-materials
https://www.sgs.com/en-de/news/2026/09/eu-pfas-requirements-for-packaging-materials
https://theinnovator.news/breaking-the-unbreakable-the-race-to-destroy-forever-chemicals/
https://theinnovator.news/breaking-the-unbreakable-the-race-to-destroy-forever-chemicals/
https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-facile-hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303/
https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-facile-hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303/
https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-facile-hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303/
https://bioengineer.org/engineered-enzyme-shreds-plastic-in-seawater-at-room-temperature/
https://bioengineer.org/engineered-enzyme-shreds-plastic-in-seawater-at-room-temperature/
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分析対象記事 | 09-15件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A09 EU化粧品規制|PFASとマイクロプラスチックの移行期間は2035年 https://lifesciencedaily.news/cosmetics-regulation-pfas-microplastics/

A10 高分子情報科学のロードマップ|AIと自律実験による設計革新 https://arxiv.org/html/2609.34051v1

A11 CRRCの風力タービンブレード|材料回収率95%超の再生可能素材 https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production
-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery
-of-key-materials-302888789.html

A12 IFUNの歯科用3Dプリンティング樹脂|HDT120°Cと低収縮率の性能 https://ifun3d.com/dental-3d-resins

A13 コベストロのVulkollan|化学リサイクルの試験生産とCO2削減量 https://circular-economy-news.com/index.php/materials/90-recyclable-
covestro-takes-elastomer-recycling-from-lab-to-pilot-scale

A14 KAISTの生分解性PHA接着剤|大腸菌による石油代替素材の開発 https://www.kaist.ac.kr/newsen/html/news/?mode=V&mng_no=67190&
GotoPage=1&skey=keyword&sval=biomanufacturing

A15 PFASフリー防水繊維|旭化成のポリプロピレン膜など新素材の動向 https://parolaanalytics.com/parolanews/hydrophobic-threads-waterpro
of-tech-patent-landscape/

https://lifesciencedaily.news/cosmetics-regulation-pfas-microplastics/
https://arxiv.org/html/2609.34051v1
https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-302888789.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-302888789.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-302888789.html
https://ifun3d.com/dental-3d-resins
https://circular-economy-news.com/index.php/materials/90-recyclable-covestro-takes-elastomer-recycling-from-lab-to-pilot-scale
https://circular-economy-news.com/index.php/materials/90-recyclable-covestro-takes-elastomer-recycling-from-lab-to-pilot-scale
https://www.kaist.ac.kr/newsen/html/news/?mode=V&mng_no=67190&GotoPage=1&skey=keyword&sval=biomanufacturing
https://www.kaist.ac.kr/newsen/html/news/?mode=V&mng_no=67190&GotoPage=1&skey=keyword&sval=biomanufacturing
https://parolaanalytics.com/parolanews/hydrophobic-threads-waterproof-tech-patent-landscape/
https://parolaanalytics.com/parolanews/hydrophobic-threads-waterproof-tech-patent-landscape/
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#01 CRRCのリサイクル可能風力タービンブレード｜材

料回収率95%の実現

概要

中国中車（CRRC）は、主要原材料の95%以上を回収可能な110メートル級リサイク

ル風力タービンブレードの製造を完了しました。このブレードは、高効率の剥離可能

な注入樹脂と可逆的化学剥離技術に基づく材料システムを採用しています。これによ

り、樹脂と補強繊維を分離し、様々な高価値用途での再利用が可能になります。本技

術は、風力タービンブレードの廃棄物問題に対する画期的な解決策を提供し、クロー

ズドループ回収を推進します。

公開日 2026年09月25日  CRRC  中国



詳細

中国中車（CRRC）は、主要原材料の95%以上をリサイクル可能な110メートル級の巨

大な風力タービンブレードの製造に成功し、環境持続可能性と資源効率において画期的

な成果を達成しました。この革新的なブレードは、高効率の剥離可能な注入樹脂と可逆

的化学剥離技術を組み合わせた独自の材料システムを採用しており、これにより使用済

みブレードから樹脂と補強繊維を効果的に分離し、これらを多様な高価値用途に再利用

することを可能にします。

主要成果

CRRCが110メートル級リサイクル可能風力タービンブレードの開発と製造を完了。

主要原材料の95%以上を回収可能な高リサイクル率を実現。

高効率剥離可能注入樹脂と可逆的化学剥離技術を採用し、樹脂と繊維の分離を可能

に。

風力タービンブレード廃棄物問題への持続可能な解決策を提供し、クローズドループ

リサイクルを促進。

技術・臨床詳細

この新型ブレードの核となる技術は、ブレードの製造に使用される注入樹脂の革新性に

あります。この樹脂は、特定の条件下で容易に剥離可能となるように設計されており、

使用済みブレードから補強材であるガラス繊維や炭素繊維を損傷することなく分離でき

ます。さらに、可逆的化学剥離技術は、樹脂自体を分解してモノマーやオリゴマーの状

態に戻し、これを新たな樹脂原料として再利用することを可能にします。これにより、

マテリアルリサイクルだけでなく、ケミカルリサイクルを通じた高価値化が実現しま

す。従来のブレードが複合材料のためリサイクルが極めて困難であったことに対し、こ

の技術は実質的なクローズドループ回収を可能にする点で非常に画期的です。



背景・業界文脈

風力発電は再生可能エネルギーの主要な柱の一つですが、その急速な普及に伴い、耐用

年数を終えた風力タービンブレードの廃棄が世界的な課題となっています。現在の風力

タービンブレードは、複合材料で製造されているため、分解やリサイクルが非常に困難

であり、多くが埋め立て処分されています。これは、環境への負荷だけでなく、貴重な

資源の損失でもあります。CRRCのこの技術は、この廃棄物問題に対する直接的かつ効

果的な解決策を提示し、風力エネルギー産業全体の持続可能性向上に大きく貢献するも

のです。世界中で増加する風力タービンブレードの廃棄量を考慮すると、この技術の導

入は環境保護と資源効率の両面で極めて重要な意義を持ちます。

今後の展望

CRRCが開発したリサイクル可能風力タービンブレードは、風力発電産業における持続

可能性の新たな基準を確立する可能性を秘めています。今後、この技術が他のブレード

メーカーにも広く採用されることで、風力発電産業全体のサプライチェーンにおける循

環型経済への移行が加速されるでしょう。また、この高効率なリサイクル技術は、風力

タービンブレード以外の複合材料製品のリサイクルにも応用される可能性があり、広範

な産業における資源循環の促進に寄与すると期待されます。

元記事: https://finance.biggo.com/news/1f10413e-76df-4c57-ad98-41d2b5b978c2

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://finance.biggo.com/news/1f10413e-76df-4c57-ad98-41d2b5b978c2


#02 自由体積エンジニアリングとは｜バイオベースエポ

キシの強度と課題

概要

研究者たちは、「自由体積エンジニアリング」という革新的な手法を開発し、リサイク

ル可能なバイオベースエポキシビトリマーを生成しました。この新素材は、ポリマー

ネットワーク内にナノスケールの空隙を意図的に導入することで、従来の熱硬化性樹

脂の課題であった強度とリサイクル性のトレードオフを解消しています。石油由来プラ

スチックに匹敵する優れた強度、耐薬品性、熱安定性を持ちながら、動的共有結合を

介した再加工と化学分解が可能となり、持続可能な材料科学に大きなブレークスルー

をもたらします。

公開日 2026年10月02日  Bioengineer.org  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、ポリマーネットワーク内にナノスケールの空隙を導入する「自由体積エ

ンジニアリング」を駆使して、画期的なリサイクル可能なバイオベースエポキシビトリ

マーを開発しました。この新素材は、従来の熱硬化性樹脂が抱えていた強度とリサイク

ル性のトレードオフを解決し、優れた強度、耐薬品性、熱安定性を石油由来プラスチッ

クと同等以上のレベルで実現しつつ、繰り返し再加工や化学分解が可能です。

技術・臨床詳細

本研究の核心は、ポリマーの内部構造に「自由体積」と呼ばれる微細な空隙を精密に制

御して導入する技術にあります。これにより、材料の剛性と密着性を損なうことなく、

ポリマー鎖間の分子運動性を高めることが可能となります。具体的には、このバイオベ

ースエポキシビトリマーは、熱を加えることで再加工可能な動的共有結合（トランスエ

ステル化反応など）を持つように設計されています。これらの結合は、材料が固化して

いる状態では強固なネットワークを形成し、高い機械的強度と耐薬品性を提供します

が、特定の熱条件下では可逆的に切断・再形成され、材料を溶融・再成形できる状態に

します。これにより、材料は複数回のリサイクルが可能となり、最終的には化学分解に

よってモノマーレベルまで還元し、新たな樹脂の原料として再利用できる持続可能なサ

イクルを実現します。

研究で示されたデータによれば、この新しいバイオベースエポキシビトリマーは、引張

強度、曲げ強度、衝撃強度などの機械的特性において、市販の高性能石油系エポキシ樹

脂に匹敵するか、あるいはそれを上回る性能を示しています。また、酸、アルカリ、溶

剤などに対する優れた耐薬品性も確認されており、幅広い用途での利用が期待されま

す。熱安定性も高く、実用的な温度範囲での寸法安定性と構造的完全性を維持します。



背景・業界文脈

熱硬化性プラスチック、特にエポキシ樹脂は、その卓越した性能から航空宇宙、自動

車、電子機器、建設など多くの分野で不可欠な材料として利用されてきました。しか

し、一度硬化すると再溶融・再成形が困難であるため、廃棄された際の処理が課題とな

っていました。これにより、大量の埋め立て廃棄物が発生し、環境への負荷が懸念され

ていました。本研究は、この「リサイクル困難」という熱硬化性樹脂の根本的な問題を

解決するものであり、持続可能な材料開発への大きな一歩となります。バイオベースで

ある点も、化石燃料依存からの脱却と環境負荷低減に寄与します。

今後の展望

このリサイクル可能なバイオベースエポキシビトリマーは、プラスチック廃棄物問題の

解決と循環型経済の実現に向けた有望な候補です。今後は、製造プロセスのスケールア

ップとコスト効率の改善が焦点となるでしょう。自動車部品、航空機構造材料、電子機

器の封止材など、高性能と持続可能性の両方が求められる分野での商業応用が期待され

ます。また、他のポリマーシステムへの自由体積エンジニアリングの適用も、さらなる

革新を促す可能性があります。

元記事: https://bioengineer.org/empty-voids-full-potential-free-volume-engineering-unlocks-

recyclable-bio-based-epoxy-that-rivals-petroleum-plastics/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/empty-voids-full-potential-free-volume-engineering-unlocks-recyclable-bio-based-epoxy-that-rivals-petroleum-plastics/
https://bioengineer.org/empty-voids-full-potential-free-volume-engineering-unlocks-recyclable-bio-based-epoxy-that-rivals-petroleum-plastics/


#03 PEDOT:PSSとコラーゲンの3Dプリント材料｜生体

適合性の向上

概要

ワシントン大学セントルイス校のエンジニアが、コラーゲンと電気伝導性ポリマー

PEDOT:PSSを組み合わせ、3Dプリンティング可能な生体エレクトロニクス材料を開

発しました。この新しいコラーゲンベースの材料は、従来の医療機器材料に比べて生

体組織との適合性が高く、より自然に生体と相互作用する医療インプラントやバイオ

エレクトロニクスデバイスの実現に貢献します。これにより、体内での拒絶反応リス

クを低減し、長期的なデバイス性能の向上が期待されます。

公開日 2026年09月25日  The Source - WashU  アメリカ



詳細

主要成果

ワシントン大学セントルイス校の研究者チームは、コラーゲンと電気伝導性ポリマー

PEDOT:PSSを用いた革新的な3Dプリンティング技術を開発し、これまでにない生体適

合性を持つバイオエレクトロニクス材料の製造に成功しました。このコラーゲンベース

の材料は、従来の医療インプラント材料と比較して生体組織との親和性が格段に高く、

生体とより自然に統合されるデバイスへの道を開きます。この技術は、より安全で効果

的な医療機器の開発に大きな影響を与える可能性があります。

技術・臨床詳細

開発された手法は、コラーゲンをベースとしたハイドロゲルにPEDOT:PSS（ポリエチ

レンジオキシチオフェン-ポリスチレンスルホン酸）を組み込むことで、生体適合性と電

気伝導性を両立させた材料を3Dプリントするものです。PEDOT:PSSは、その高い電気

伝導性と比較的良好な生体適合性から、生体エレクトロニクス分野で注目されてきまし

た。しかし、生体組織に直接接触するインプラントには、より高い生体模倣性が求めら

れます。本研究では、主要な細胞外マトリックス成分であるコラーゲンを使用すること

で、細胞接着性や組織との統合性を飛躍的に向上させています。3Dプリンティング技術

を用いることで、患者固有の形状や、神経組織などの複雑な微細構造を持つデバイスを

精密に作製することが可能になります。これにより、神経インターフェース、生体セン

サー、組織工学足場など、多岐にわたる医療応用が期待されます。

背景・業界文脈

従来の医療機器、特に体内に埋め込むタイプのインプラントやセンサーは、素材の生体

適合性が課題となることが少なくありませんでした。異物反応、炎症、線維化といった

問題は、デバイスの長期的な機能不全や患者の健康問題につながる可能性があります。

このため、生体組織とより自然に相互作用し、拒絶反応を最小限に抑える材料の開発が

喫緊の課題とされていました。付加製造（3Dプリンティング）技術の進歩は、このよ

うな複雑な生体材料の精密な成形を可能にし、個別化医療への道を拓いています。



今後の展望

ワシントン大学のこの画期的な研究は、バイオエレクトロニクス分野に新たな扉を開く

ものです。コラーゲンとPEDOT:PSSの組み合わせにより、より高性能で生体親和性の

高い医療インプラント、人工臓器、神経修復デバイスなどの開発が加速されるでしょ

う。将来的には、この技術を用いて、生体内の電気信号をより正確に測定・制御できる

デバイスや、損傷した組織の再生を促すスマートインプラントの実現が期待されます。

商用化に向けては、材料の安定性、長期的な生体反応、製造スケールの確立などが課題

となりますが、その医療分野へのインパクトは計り知れません。

元記事: https://source.washu.edu/2026/09/a-unique-solution-for-bioelectronics-collagen-and-

cacao-butter/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://source.washu.edu/2026/09/a-unique-solution-for-bioelectronics-collagen-and-cacao-butter/
https://source.washu.edu/2026/09/a-unique-solution-for-bioelectronics-collagen-and-cacao-butter/


#04 DICのエポキシ樹脂用硬化剤｜生成AI向け高速通信

の信号損失低減

概要

DIC株式会社は、生成AIシステムや高速通信デバイスにおける信号損失を低減するた

め、エポキシ樹脂用の新規硬化剤を開発しました。この硬化剤は、従来の材料で問題

となっていた電荷蓄積を抑制し、電子回路基板の耐熱性を向上させつつ、優れた加工

性と接着性能を維持します。これにより、次世代の高性能電子デバイスの信頼性と効

率性が大幅に向上し、AI技術の進化に不可欠な高速データ処理能力の実現に貢献しま

す。

公開日 2026年10月02日  Vision Watch | DIC Corporation  日本



詳細

主要成果

DIC株式会社は、生成AIシステムや高速通信デバイスの性能向上に不可欠な信号損失の

低減を目指し、エポキシ樹脂用の新規硬化剤を開発しました。この革新的な硬化剤は、

従来の硬化剤で課題であった電荷蓄積による信号損失を効果的に抑制し、電子回路基板

の耐熱性を大幅に向上させつつ、優れた加工性と接着性能を両立させます。これによ

り、高周波対応基板の信頼性とパフォーマンスが飛躍的に向上することが期待されま

す。

技術・臨床詳細

開発された新規硬化剤は、特に活性エステル技術を活用しており、これによりエポキシ

樹脂ネットワーク内での電荷蓄積が抑制されます。高周波信号は、誘電体材料中の電荷

蓄積によってエネルギー損失が生じやすい特性があり、特にAIや5G/6Gといった高速

通信環境では、わずかな信号損失もシステム全体の性能に大きく影響します。この硬化

剤は、誘電損失を低減することで、信号の伝送効率を向上させます。また、電子回路基

板に求められる高い耐熱性を維持し、過酷な動作条件下での信頼性を確保します。同時

に、基板製造プロセスにおける重要な要素である加工性（樹脂の流動性や硬化速度）

と、異なる材料間の強固な接合を保証する接着性能も損なわれないように設計されてい

ます。

背景・業界文脈

生成AI（Generative AI）や高速通信技術の急速な発展に伴い、データを処理・伝送す

る電子回路基板には、これまで以上の高性能化が求められています。特に、データの高

速化と大容量化は、基板材料の誘電特性と耐熱性に新たな課題を突きつけています。従

来の汎用エポキシ樹脂では、これらの要求を満たすことが困難になりつつあり、材料メ

ーカーは新しい樹脂システムや硬化剤の開発に注力しています。DICは、長年の材料開

発の専門知識を活かし、この市場のニーズに応えるべく先進的なソリューションを提供

しています。さらに、同社はリサイクル可能なエポキシ樹脂の開発にも取り組んでお

り、持続可能なエレクトロニクス製造への貢献も目指しています。



今後の展望

この新規エポキシ樹脂用硬化剤は、生成AIサーバー、データセンター、5G/6G通信イン

フラ、自動運転システムなど、高性能が要求される次世代電子デバイスの発展に不可欠

な技術となるでしょう。信号損失の低減と耐熱性の向上は、デバイスの動作速度と信頼

性を向上させ、エネルギー効率の改善にも寄与します。DIC株式会社は、この技術を通

じて、デジタル社会の基盤を支える高性能材料市場でのリーダーシップを強化し、今後

もエレクトロニクス分野の革新を推進していくことが期待されます。リサイクル可能な

エポキシ樹脂への取り組みは、環境負荷低減という社会的な要請にも応えるものであ

り、市場での競争優位性を高める要因となるでしょう。

元記事: https://www.dic-global.com/en/contents/column/39.html

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dic-global.com/en/contents/column/39.html


#05 EUの食品接触包装PFAS制限｜2026年8月12日か

らの適用と課題

概要

EUの包装および包装廃棄物規則（PPWR）に基づくPFAS（有機フッ素化合物）の食

品接触包装に対する制限が、2026年8月12日以降にEU市場に投入される製品に適用

が開始されました。

公開日 2026年09月24日  SGS Germany  ドイツ



詳細

主要成果

EUの包装および包装廃棄物規則（PPWR）により、食品接触包装におけるPFAS（有機

フッ素化合物）の制限が、2026年8月12日以降にEU市場に投入される製品に対して義

務付けられました。移行期間が設けられていないため、関連企業はコンプライアンスを

迅速に実証する緊急の必要に迫られています。

技術・臨床詳細

この規制は、食品と接触する可能性のある包装材料に対し、意図的に添加されたPFAS

の使用を厳しく制限します。企業は、自社の包装材料を詳細に評価し、潜在的なPFAS

リスクを特定するだけでなく、規制要件に準拠していることを証明するための必要な試

験データを確保することが求められます。これには、材料の組成分析、サプライチェー

ン全体でのPFAS含有量の追跡、そして独立した第三者機関による検証などが含まれま

す。

背景・業界文脈

PFASは、「永遠の化学物質」として知られ、その残留性と潜在的な健康リスクから世界

中で規制強化の動きが進んでいます。食品接触材料におけるPFASの使用は、消費者の

健康に対する直接的な懸念が高く、欧州連合は食品安全と環境保護を目的としてこの強

力な措置を講じました。この規則は、包装業界に広範な影響を与え、多くの企業が材料

調達、製品設計、製造プロセスを再評価することを余儀なくされています。

今後の展望

この規制の導入は、食品接触包装分野におけるPFASフリー材料への移行を加速させる

でしょう。企業は、リスク評価を徹底し、透明性の高いサプライチェーンを確立すると

ともに、代替材料の開発と採用を進める必要があります。規制に準拠しない製品はEU

市場へのアクセスを失うため、コンプライアンスの実証はビジネスの継続性にとって不

可欠です。これにより、持続可能で安全な包装ソリューションへのイノベーションが促

進されることが期待されます。

元記事: https://www.sgs.com/en-de/news/2026/09/eu-pfas-requirements-for-packaging-

https://www.sgs.com/en-de/news/2026/09/eu-pfas-requirements-for-packaging-materials


materials

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sgs.com/en-de/news/2026/09/eu-pfas-requirements-for-packaging-materials


#06 PFAS規制案｜ECHAが14,000種以上の化学物質

規制を支持

概要

欧州化学品庁（ECHA）の科学委員会は、推定14,000種以上のPFAS（有機フッ素化

合物）を事実上すべての産業部門で規制するという、欧州史上最も広範な化学物質規

制案を支持しました。この提案は2023年1月にデンマーク、ドイツ、オランダ、ノル

ウェー、スウェーデンによって提出されたものです。PFASが人々と環境に増大するリ

スクをもたらし、現行の規則では排出制御が不十分であると委員会は結論付けていま

す。この規制は、PFASの使用と排出を大幅に削減し、環境と公衆衛生保護を強化する

ことを目的としています。

公開日 2026年10月02日  The Innovator  欧州



詳細

主要成果

欧州化学品庁（ECHA）の科学委員会は、欧州の歴史上最も広範な化学物質規制案を支

持しました。この規制案は、事実上すべての産業部門で使用される推定14,000種以上

のPFAS（パーおよびポリフルオロアルキル物質）を対象とするものです。委員会は、

PFASが人間と環境に深刻なリスクをもたらし、現行の規制では排出を効果的に制御で

きないと結論付けました。

技術・規制詳細

この画期的な提案は、2023年1月にデンマーク、ドイツ、オランダ、ノルウェー、スウ

ェーデンによってECHAに提出されました。提案の主な目的は、製品におけるPFASの

製造、上市、使用を制限することです。PFASは、その撥水性、撥油性、耐久性といっ

た特性から、食品包装、テキスタイル、電子機器など、多岐にわたる製品に利用されて

きました。しかし、その残留性、生物蓄積性、毒性から「永遠の化学物質」として知ら

れ、広範囲な環境汚染と健康問題への懸念が高まっています。

ECHAの科学委員会によるこの支持は、EU全体の規制導入に向けた重要な一歩となり

ます。今後、社会経済分析委員会（SEAC）での評価と、その後の欧州委員会および加

盟国の承認を経て、具体的な規制措置が施行される予定です。この規制の導入は、産業

界に対し、PFASを使用しない代替技術や材料への移行を加速させる強力なインセンテ

ィブとなるでしょう。

背景・業界文脈

PFASに関する懸念は世界的に高まっており、米国では一部の州がPFASの使用や報告義

務に関する独自の規制を導入しています。EUの動きは、この地球規模の課題に対する

強力な対応策となり、他の地域における同様の規制動向を加速させる可能性がありま

す。PFASフリーの代替品開発は、環境保護だけでなく、新たな市場機会を生み出す可

能性も秘めています。既に食品包装分野などでは、バイオベースポリマーや無機材料を

用いたPFASフリーコーティング技術の開発が進められています。



今後の展望

この規制案が最終的に承認されれば、欧州の産業界は大きな変革を迫られることになり

ます。企業はサプライチェーン全体を見直し、PFASを含まない材料やプロセスへの移

行を進める必要があります。これは、R&D投資の増加や、代替材料メーカーとの連携強

化を促すでしょう。長期的には、より安全で持続可能な製品開発が促進され、欧州の化

学産業のグリーン化に貢献すると期待されています。

元記事: https://theinnovator.news/breaking-the-unbreakable-the-race-to-destroy-forever-

chemicals/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://theinnovator.news/breaking-the-unbreakable-the-race-to-destroy-forever-chemicals/
https://theinnovator.news/breaking-the-unbreakable-the-race-to-destroy-forever-chemicals/


#07 ポリウレタン廃棄物の熱水分解｜TDA収率13.6%達

成の触媒

概要

新しい研究により、酸性および塩基性添加剤を用いた熱水変換によってポリウレタン

（PU）廃棄物の脱重合が促進され、貴重な化学中間体である2,4-トルエンジアミン

（TDA）を効率的に回収できることが示されました。特にエチレンジアミンを触媒と

して使用した場合、180℃でPU変換率28.2%を達成し、TDA収率は13.6重量%に達し

ました。この方法は、PU廃棄物のリサイクル効率を向上させ、持続可能な化学品生産

に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年09月29日  DocShare  不明



詳細

主要成果

ポリウレタン（PU）廃棄物の熱水変換において、酸性および塩基性添加剤を使用する

ことで脱重合を効果的に促進し、高価値化学中間体である2,4-トルエンジアミン

（TDA）の収率を最大化する新しい方法が確立されました。特にエチレンジアミンを触

媒として利用することで、180℃という比較的穏やかな条件下で、PU変換率28.2%と

TDA収率13.6重量%を達成しました。

技術・臨床詳細

この研究は、ポリウレタン廃棄物の処理における環境負荷低減と資源回収の効率化を目

指して実施されました。ポリウレタンは多様な製品に使用される高分子材料ですが、そ

の廃棄物処理は依然として課題です。熱水変換は、水を反応媒体として用いることで環

境に優しく、様々な廃棄物プラスチックの分解に適用可能な技術として注目されていま

す。

研究者たちは、酸性および塩基性添加剤がPUの分解に与える影響を詳細に評価しまし

た。その結果、これらの添加剤、特にエチレンジアミンのような塩基性触媒が、PUの

ウレタン結合の加水分解を加速させることが明らかになりました。エチレンジアミンを

触媒として使用した際の実験では、180℃の反応温度で、PUの約28.2%が分解され、

その結果として目的生成物である2,4-トルエンジアミンが13.6重量%の収率で得られま

した。これは、触媒が存在しない場合の収率と比較して大幅な改善であり、エチレンジ

アミンの優れた触媒活性を示しています。

2,4-トルエンジアミンは、トルエンジイソシアネート（TDI）の主要な前駆体であり、

TDIは軟質ポリウレタンフォームの製造に不可欠な化合物です。この技術により、PU廃

棄物から直接TDAを回収できれば、TDIの生産において新規な化石資源の使用を削減で

きるため、循環型経済への貢献が期待されます。



背景・業界文脈

ポリウレタン廃棄物の量は世界的に増加しており、その効果的なリサイクル技術の開発

は喫緊の課題です。現在のリサイクル方法は、主にマテリアルリサイクルやエネルギー

回収に限られていますが、化学的リサイクルは廃棄物を元のモノマーや高価値化学品に

戻すことで、より高い資源効率を実現します。本研究のような熱水変換による化学的リ

サイクルは、従来の溶媒ベースの分解法に比べて環境負荷が低く、安全性が高いという

利点があります。この技術は、資源の枯渇問題と廃棄物処理問題の両方に対する解決策

を提供するものです。

今後の展望

この研究で示されたエチレンジアミン触媒を用いたPU廃棄物の熱水変換は、高効率な

TDA回収を実現する有望なアプローチです。今後、反応条件のさらなる最適化、スケー

ルアップの検討、および異なる種類のPU廃棄物への適用可能性の評価が重要となりま

す。この技術が商業的に確立されれば、ポリウレタン産業における持続可能性を向上さ

せ、廃棄物から高価値化学品を生産する新しい循環型サプライチェーンの構築に寄与す

ると期待されます。

元記事: https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-facile-

hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-facile-hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303/
https://docshare.wps.com/document/recycling-of-polyurethane-waste-facile-hydrothermal-conversion-using-acidic-and-basic-additives/439303/


#08 IsPETase-M8とは｜孫逸仙大学が開発した海水中

PET分解酵素

概要

中国の孫逸仙大学の研究チームは、天然海水中でほぼ常温（37℃）かつ大量の淡水を

使用せずに、世界で最も広く使用されているポリエステルであるPET（ポリエチレン

テレフタレート）を分解できるプラスチック分解酵素「IsPETase-M8」を開発しまし

た。この新酵素は、従来のPETリサイクルが要求する高温（65～75℃）と淡水消費の

課題を克服し、海洋プラスチック汚染対策に画期的な進展をもたらすものです。

公開日 2026年09月25日  Bioengineer.org  中国



詳細

主要成果

中国の孫逸仙大学の研究チームが、海洋プラスチック汚染問題に対して画期的なソリュ

ーションを提示しました。彼らが開発したプラスチック分解酵素「IsPETase-M8」は、

天然海水中でほぼ常温（37℃）という条件で、世界で最も広く利用されているポリエス

テルであるPET（ポリエチレンテレフタレート）を効率的に分解する能力を持っていま

す。これは、従来の酵素リサイクルプロセスが要求する65～75℃の加熱と大量の淡水

消費なしに達成されるため、大幅なエネルギーと資源の節約に繋がります。

技術・臨床詳細

IsPETase-M8は、既知のプラスチック分解酵素であるPETaseをベースに、遺伝子工学

的手法を用いて改良された酵素です。研究チームは、酵素の構造と触媒活性部位を最適

化することで、低温での安定性と海水環境下での高い活性を実現しました。従来の

PETaseは高温での活性が最大化される設計が多かったのに対し、IsPETase-M8は人間

の体温に近い37℃で最適な分解効率を発揮します。これにより、大規模な産業用途だけ

でなく、海洋環境に直接適用できる可能性も視野に入ってきます。実験では、使用済み

PET製品を海水中で効果的に分解し、モノマーレベルまで還元できることが確認されて

います。

背景・業界文脈

海洋プラスチック汚染は、地球規模の喫緊の環境課題であり、特にPETは飲料ボトルや

繊維として大量に消費されています。既存のプラスチックリサイクル技術には、機械的

リサイクルの品質劣化や、化学的・酵素的リサイクルのコスト・エネルギー効率の問題

がありました。特に酵素リサイクルは、その特異性と環境負荷の低さから有望視されて

いましたが、高温条件や淡水の必要性が普及の障壁となっていました。孫逸仙大学のこ

の研究は、これらの課題を一挙に解決し、より持続可能で経済的なPETリサイクルへの

道を開くものです。これは、循環経済の実現に向けた重要な技術的ブレークスルーと評

価されます。



今後の展望

IsPETase-M8酵素の開発は、海洋プラスチックの現場での直接的な処理や、淡水資源が

限られる地域でのプラスチックリサイクル施設の構築に大きな可能性をもたらします。

今後は、この酵素の生産コストの削減、スケールアップ、そして実際の海洋環境や産業

施設での長期的な耐久性と効率性の検証が課題となるでしょう。また、PET以外の他の

プラスチック分解への応用研究も進められる可能性があります。この技術が広く実用化

されれば、プラスチック汚染の削減、資源の有効活用、そして持続可能な社会の実現に

大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/engineered-enzyme-shreds-plastic-in-seawater-at-room-

temperature/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/engineered-enzyme-shreds-plastic-in-seawater-at-room-temperature/
https://bioengineer.org/engineered-enzyme-shreds-plastic-in-seawater-at-room-temperature/


#09 EU化粧品規制｜PFASとマイクロプラスチックの移

行期間は2035年

概要

欧州連合（EU）は、化粧品におけるPFAS（永遠の化学物質）と意図的に添加された

マイクロプラスチックに関する新たな規制制度を構築しており、これら有害物質の排

除を目指しています。しかし、特に長持ちするカラー化粧品において、現在PFASと合

成ポリマーマイクロ粒子が果たしている機能の代替品が商業規模でまだ存在しないた

め、EUは最長で2035年までの移行期間を設けています。この移行期間は、業界が代

替材料と製造プロセスの開発・規模拡大に必要な時間を与えるものであり、イノベー

ションの促進が期待されます。

公開日 2026年09月29日  Life Science Daily News  不明



詳細

主要成果

欧州連合（EU）は、化粧品分野において、PFAS（パーフルオロアルキルおよびポリフ

ルオロアルキル物質）と意図的に添加されたマイクロプラスチックという二つの異なる

規制制度を導入し、これら有害物質の段階的な廃止を目指しています。この規制の背景

には、環境汚染と公衆衛生への懸念があります。特に、長持ちするカラー化粧品（ロン

グラスティングメイクアップ）において、現在PFASと合成ポリマーマイクロ粒子が提供

している機能（例: 持続性、質感、滑らかさ）の代替品が商業規模でまだ利用できない

ため、EUは業界に最長で2035年までの移行期間を与えました。この移行期間は、企業

が代替ソリューションの研究開発と生産規模の拡大を行うための重要な時間枠となりま

す。

技術・臨床詳細

PFASは、化粧品において撥水性、撥油性、皮膜形成性、滑らかさを与える目的で使用

されてきました。一方、合成ポリマーマイクロ粒子（マイクロプラスチック）は、スク

ラブ剤、増粘剤、乳化安定剤、顔料分散剤などとして、ファンデーション、マスカラ、

口紅、日焼け止めなどに広く配合されています。これらの成分は、製品の性能と消費者

の使い心地に大きく貢献していますが、環境中に放出されると分解されずに残留し、生

態系や食物連鎖を通じて人体に影響を及ぼす可能性が指摘されています。

EUの規制は、これらの物質の意図的な添加を制限することを目的としています。しか

し、特に長持ちするカラー化粧品においては、PFASやマイクロプラスチックに匹敵す

る性能を、毒性なく、かつ商業的に実現可能な代替材料で提供することが極めて困難で

す。代替品開発には、新しいポリマー構造の設計、天然由来成分の利用、粒子サイズや

形状を制御した非ポリマー代替物の探索などが含まれます。これには、高い技術的ハー

ドルと時間、そして大規模な投資が必要です。



背景・業界文脈

EUは、化学物質規制に関する世界的なリーダーであり、PFASやマイクロプラスチック

の規制に関しても先駆的なアプローチを取っています。2023年には、PFASの広範な使

用を制限する提案がなされ、「永遠の化学物質」としてその排除が強く求められていま

す。また、マイクロプラスチック規制も、海洋汚染への懸念から強化が進んでいます。

化粧品業界は、消費者の環境意識の高まりと規制の強化に直面しており、持続可能な製

品ポートフォリオへの転換が急務となっています。しかし、製品の安全性、性能、コス

ト、および供給可能性のバランスを取りながら代替品を開発・導入することは、業界に

とって大きな課題です。

今後の展望

2035年までの移行期間は、化粧品業界にとって革新を加速させる重要な機会となるで

しょう。この期間中に、企業はPFASやマイクロプラスチックの代替となる高性能かつ

安全な材料の開発に注力し、サプライヤーチェーン全体で持続可能なソリューションを

構築する必要があります。天然由来ポリマー、生分解性ポリマー、ミネラルベースの成

分などが代替候補として研究されています。この規制は、化粧品産業におけるグリーン

ケミストリーと持続可能なイノベーションを促進し、将来的にはより環境に優しく安全

な化粧品が市場に普及することに繋がるでしょう。同時に、この動きは、他の産業分野

におけるPFASやマイクロプラスチック規制のモデルとなる可能性も秘めています。

元記事: https://lifesciencedaily.news/cosmetics-regulation-pfas-microplastics/

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://lifesciencedaily.news/cosmetics-regulation-pfas-microplastics/


#10 高分子情報科学のロードマップ｜AIと自律実験によ

る設計革新

概要

高分子情報科学の「超知能」を実現するための詳細なロードマップがarXivにて公開さ

れました。この提案システムは、データ、モデル、意思決定プロセスを統合し、逆設

計、化学・加工・性能間の因果推論、そして閉ループ自律実験を通じて高分子設計を

根本的に変革することを目指します。生成設計と合成実現可能性の推論を核とした

「自己駆動型高分子研究室」の構築が、このアプローチの中核をなしています。

公開日 2026年09月29日  arXiv  アメリカ



詳細

主要成果

arXivで公開されたロードマップは、高分子科学における「超知能」の実現に向けた包

括的なビジョンを提示しています。このフレームワークは、AI主導のデータ統合、モデ

ル構築、および意思決定機能を活用し、高分子の発見・設計・開発プロセスを劇的に加

速させることを目的としています。特に、高分子の逆設計、化学、加工、性能間の因果

関係の解明、および自律的な閉ループ実験システムの確立に重点が置かれています。

技術・臨床詳細

逆設計と因果推論: 従来の試行錯誤型のアプローチとは異なり、このシステムは所望

の特性から出発して適切な高分子構造を設計する「逆設計」を可能にします。さら

に、高分子の組成が加工プロセスや最終的な性能にどのように影響するかを理解する

ための「因果推論」メカニズムを組み込みます。

閉ループ自律実験: AIモデルが予測を行い、ロボットが合成・測定を自動で実行し、

その結果をAIが学習して次の実験計画にフィードバックする「閉ループ自律実験」が

提案されています。これにより、人間が介在することなく高分子材料の最適化が進行

します。

自己駆動型高分子研究室: 上記の要素が統合されたシステムは、「自己駆動型高分子研

究室」として機能します。これは、データの生成、モデルの改良、意思決定、そして

物理的実験が一体となった、完全に自律的な研究プラットフォームを目指すもので

す。

背景・業界文脈

高分子材料は、エレクトロニクス、医療、エネルギー、航空宇宙など多岐にわたる産業

分野で不可欠な存在です。しかし、その広大な設計空間と複雑な構造-特性相関のた

め、新規高分子の発見と最適化は時間とコストがかかる挑戦でした。近年、AIとロボテ

ィクス技術の進展により、材料科学の分野でもデータ駆動型アプローチへの関心が高ま

っています。このロードマップは、高分子科学が直面するこの課題に対する革新的な解

決策を提供しようとするものです。



今後の展望

この「高分子情報科学超知能」のロードマップが実現すれば、新機能を持つ高分子材料

の発見速度が飛躍的に向上し、開発期間とコストが大幅に削減されることが期待されま

す。これは、オーダーメイド医療用材料、高効率エネルギー変換デバイス、環境に優し

いバイオプラスチックなど、様々な分野での技術革新を加速させるでしょう。将来的に

は、人間が高次の研究課題に集中し、ルーチンな実験や最適化はAIとロボティクスに任

せる、より効率的な研究開発体制が確立される可能性を秘めています。

元記事: https://arxiv.org/html/2609.34051v1

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2609.34051v1


#11 CRRCの風力タービンブレード｜材料回収率95%超

の再生可能素材

概要

CRRC社は、使用済み後に解体・リサイクルが可能な長さ110メートルの革新的な風

力タービンブレードの生産を完了したと発表しました。このブレードは、主要な原材

料の95%以上を回収できる高効率の剥離可能注入樹脂をベースとした材料システムを

採用しています。特許取得済みの可逆的な化学的剥離技術により、樹脂と強化繊維を

効果的に分離することが可能となり、風力発電業界における循環型経済への移行を大

きく加速させるものです。

公開日 2026年09月25日  PRNewswire  アメリカ



詳細

主要成果

CRRC社は、風力発電産業の持続可能性を飛躍的に向上させる、画期的な110メートル

級再生可能風力タービンブレードの生産を完了しました。この革新的なブレードは、使

用済み後の解体およびリサイクルが可能であり、その主要原材料の95%以上が効果的に

回収できることが最大の特徴です。この成果は、高効率の剥離可能注入樹脂システム

と、樹脂と強化繊維をクリーンに分離する可逆的化学的剥離技術によって実現されまし

た。

技術・臨床詳細

この新型タービンブレードは、特殊な剥離可能注入樹脂（de-bondable infusion

resin）をマトリックスとして採用しています。この樹脂は、ブレードの製造時には優れ

た機械的強度と耐久性を提供し、運用終了後には特定の化学プロセスによって容易に分

解されるように設計されています。鍵となるのは、CRRC社が独自に開発した可逆的な

化学的剥離技術であり、これにより硬化した樹脂を強化繊維（例えばガラス繊維や炭素

繊維）から分離することが可能となります。従来の風力タービンブレードは熱硬化性樹

脂を使用しており、一度硬化すると分解が困難で、埋め立てや焼却が主な処理方法でし

た。本技術は、この課題を克服し、高品質な繊維材料と樹脂成分を再利用可能な状態に

回収することで、廃棄物を大幅に削減し、資源の循環利用を促進します。95%以上の材

料回収率は、その環境負荷低減効果の大きさを明確に示しています。

背景・業界文脈

風力発電は再生可能エネルギーの主要な柱の一つですが、その巨大なタービンブレード

が寿命を迎えた後の廃棄問題は、業界全体の喫緊の課題となっています。多くのブレー

ドは複合材料で作られており、そのリサイクルは技術的に困難であり、環境への影響が

懸念されていました。CRRC社のこのブレードは、このような背景の中で、風力発電の

ライフサイクル全体にわたる持続可能性を高めるための重要なソリューションとして登

場しました。これは、単なる製品改良ではなく、産業全体のビジネスモデルと環境戦略

に影響を与えるブレークスルーです。



今後の展望

CRRCの110メートル再生可能風力タービンブレードの成功は、風力発電業界における

循環型経済の実現に向けた大きな一歩となります。今後、この技術が業界標準となり、

より多くの風力タービンブレードで採用されることが期待されます。これにより、風力

発電の環境フットプリントがさらに削減され、持続可能なエネルギー生産システムの構

築が加速するでしょう。また、この技術は風力タービンブレードに限定されず、他の複

合材料製品のリサイクル技術開発にも応用される可能性を秘めており、広範な産業にお

ける資源効率の向上に貢献する可能性があります。

元記事: https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-

meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-

302888789.html

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-302888789.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-302888789.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/crrc-completes-production-of-110-meter-recyclable-wind-turbine-blade-achieving-over-95-recovery-of-key-materials-302888789.html


#12 IFUNの歯科用3Dプリンティング樹脂｜

HDT120°Cと低収縮率の性能

概要

IFUNは、歯科用3Dプリンティング樹脂の包括的なラインナップを発表し、特に高精

度歯科模型用フォトポリマー「Dental Model Resin 3160」が120°Cの熱たわみ温度

（HDT）と0.5%以下の低収縮率を達成しました。さらに、歯肉順応性をシミュレート

できるショアA硬度50-60Aの柔軟性エラストマー「Gingiva Mask Resin 3161」も

導入。これらの新材料は、デジタル歯科の精度と多様性を飛躍的に向上させるもので

す。

公開日 2026年09月24日  IFUN  不明



詳細

主要成果

IFUNは、デジタル歯科市場向けに特化した包括的な3Dプリンティング樹脂ラインナッ

プを発表しました。その中でも、高精度歯科模型用フォトポリマー「Dental Model

Resin 3160」は、120°Cという高い熱たわみ温度（HDT）と0.5%以下の極めて低い

収縮率を実現し、熱成形性と寸法安定性に優れています。また、ショアA硬度50-60A

の柔軟性を持つ「Gingiva Mask Resin 3161」も導入され、歯肉の順応性を正確にシ

ミュレートすることが可能となりました。

技術・臨床詳細

「Dental Model Resin 3160」の最大の特徴は、その卓越した精度と耐熱性です。従

来の歯科模型用樹脂では、熱成形プロセス中に模型が歪むリスクがありましたが、HDT

120°Cという高耐熱性により、熱成形されるクリアアライナーやスプリントの製造プロ

セスにおいて、模型の変形を最小限に抑え、精密なフィット感を確保します。0.5%以下

の低収縮率は、スキャンデータに基づくデジタル設計との高い整合性を保証し、最終的

な修復物の精度向上に直結します。一方、「Gingiva Mask Resin 3161」は、生体歯肉

の触感と柔軟性を再現するために開発されたエラストマーフォトポリマーです。ショアA

硬度50-60Aという特性は、歯肉下縁の正確な再現と、補綴物装着時の歯肉の押し込み

をリアルにシミュレートできるため、技工士はより臨床に近い状態で補綴物の設計・調

整を行うことが可能になります。これにより、最終的な補綴物の機能性、審美性、適合

性が大幅に向上します。

背景・業界文脈

デジタル歯科は、口腔内スキャナー、CAD/CAMシステム、3Dプリンティング技術の

進歩により、急速に普及しています。これにより、患者の診断から治療、補綴物の製造

までの一連のワークフローが効率化され、治療結果の予測可能性と精度が向上していま

す。IFUNが発表したこれらの材料は、特に歯科技工所や歯科医院が直面する課題、す

なわち、高精度の模型作成、熱成形時の安定性、そして歯肉のリアルなシミュレーショ

ンといったニーズに応えるものです。競争が激化するデジタル歯科材料市場において、

これらの特性は製品の差別化要因となり、市場での優位性を確立する上で重要です。



今後の展望

IFUNの新型歯科用樹脂の導入は、デジタル歯科の可能性をさらに広げ、より複雑な症例

や高度な治療計画に対応できる道を開きます。今後、これらの高機能材料は、インプラ

ント治療におけるサージカルガイドの精度向上、審美歯科における最終修復物の微細な

調整、そして矯正治療におけるアライナー製造の効率化に貢献するでしょう。材料科学

と3Dプリンティング技術の融合により、患者にとってより快適で高品質な歯科治療が

提供される未来が期待されます。

元記事: https://ifun3d.com/dental-3d-resins

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ifun3d.com/dental-3d-resins


#13 コベストロのVulkollan｜化学リサイクルの試験生

産とCO2削減量

概要

コベストロは、ドイツのレーバークーゼンに高性能エラストマー「Vulkollan®」の化学

的リサイクルを行う新しいパイロットプラントを開設しました。この技術は、使用済

みVulkollan®材料の90%以上を精製された化学的ビルディングブロックに分解し、化

石ベースのバージン材料と比較して炭素排出量を最大3分の2削減します。このパイロ

ットプラントは、産業規模への拡大を目指し、プロセスの改良とデータ生成を目的と

しています。コベストロは、他の特殊エラストマーや熱可塑性ポリウレタン（TPU）

への循環ソリューションも探求する予定です。

公開日 2026年09月24日  Circular Economy News  ドイツ



詳細

主要成果: コベストロ、Vulkollan®化学リサイクルで炭素排出量を最大3分の2削減

し試験生産開始

コベストロは、ドイツのレーバークーゼンに高性能キャストエラストマー「Vulkollan®」

の化学的リサイクルのための新しいパイロットプラントを稼働させました。この画期的

なプロセスにより、使用済みVulkollan®材料の90%以上を元の化学的ビルディングブロ

ックに効率的に分解することが可能になります。これにより、化石燃料由来のバージン

材料を使用した場合と比較して、炭素排出量を最大3分の2削減できる見込みです。

技術・臨床詳細: 90%以上の回収率と幅広い応用可能性

コベストロが導入した化学的リサイクル技術は、Vulkollan®の複雑な架橋構造を効果的

に解重合し、高純度のモノマーやオリゴマーなどの化学原料として回収することを可能

にします。このパイロットプラントでは、年間数トンの使用済みVulkollan®材料を処理

することができ、回収されたビルディングブロックは新しいVulkollan®の生産に再利用

されます。

高回収率: 使用済みVulkollan®材料の90%以上を精製された化学的ビルディングブロ

ックとして回収。

炭素排出量削減: 化石ベースのバージン材料使用と比較して、炭素排出量を最大で3分

の2（約67%）削減。

プロセス目的: このパイロットプラントは、プロセスのさらなる最適化、技術的実現

可能性の検証、および将来の産業規模への拡大に向けたデータ収集を目的としてい

る。

適用範囲の拡大: コベストロは、この技術をVulkollan®だけでなく、他の特殊なキャ

ストエラストマーや熱可塑性ポリウレタン（TPU）のリサイクルにも応用する可能性

を探っています。



背景・業界文脈: 循環経済へのコミットメントと資源効率の追求

高性能エラストマーであるVulkollan®は、その優れた機械的特性と耐久性から、高負荷

用途（例: フォークリフトタイヤ、遊園地の車輪、シーリング材）で広く使用されてい

ます。しかし、その高機能性ゆえにリサイクルが困難であり、これまで多くが焼却また

は埋め立てされてきました。コベストロは「完全循環」というビジョンを掲げ、2035

年までにすべての製品を循環型にすることを目指しています。今回のパイロットプラン

トは、この目標達成に向けた重要な一歩であり、特にリサイクルが困難だった高性能ポ

リマーの分野における資源効率の改善に大きく貢献します。

この動きは、欧州連合（EU）のグリーンディールや循環経済行動計画など、世界的な環

境規制強化の流れとも合致しており、企業が持続可能なソリューションを積極的に開発

するインセンティブとなっています。

今後の展望: 産業規模へのスケールアップと市場への影響

レーバークーゼンのパイロットプラントでの成功は、Vulkollan®の商業規模での化学的

リサイクルを実現するための基盤を築きます。データ収集とプロセス改良が進めば、数

年内にはより大規模な産業プラントの建設が検討されるでしょう。この技術が確立され

れば、高性能エラストマー市場におけるサステナビリティ基準を大きく引き上げるとと

もに、原材料のサプライチェーンにおけるレジリエンスを強化し、化石資源への依存を

低減することが期待されます。コベストロは、この技術を通じて、環境負荷の低い高機

能材料の提供者としての地位をさらに確立するでしょう。

元記事: https://circular-economy-news.com/index.php/materials/90-recyclable-covestro-

takes-elastomer-recycling-from-lab-to-pilot-scale

収集日: 2026年10月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#14 KAISTの生分解性PHA接着剤｜大腸菌による石油代

替素材の開発

概要

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームが、遺伝子操作された大腸菌を利用して、グ

ルコースを原料とした新しい芳香族ポリヒドロキシアルカノエート（PHA）ポリマー

を開発しました。このバイオベースPHAは、石油由来のホットメルト接着剤と同等の

接着性能と熱特性を持ちながら、完全に生分解性であるという画期的な特性を備えて

います。この代謝工学アプローチは、様々な産業用途に合わせてポリマー特性を精密

に調整できる可能性を示しており、持続可能な接着剤市場に大きな影響を与えること

が期待されます。

公開日 2026年09月28日  KAIST  韓国



詳細

主要成果

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームは、遺伝子操作を施した大腸菌（Escherichia

coli）を用いて、グルコースから芳香族ポリヒドロキシアルカノエート（PHA）ポリマ

ーという新規のバイオベース接着剤材料を生産する画期的な方法を開発しました。この

新素材は、従来の石油由来ホットメルト接着剤に匹敵する優れた接着性能と熱特性を持

ちながら、環境中で完全に生分解されるという、持続可能な材料開発における重要なブ

レークスルーです。

技術・臨床詳細

研究チームは、大腸菌の代謝経路を精密に設計し、グルコースを芳香族モノマー（例:

4-ヒドロキシフェニル酢酸）とPHAの前駆体へと変換するように最適化しました。これ

により、PHAの骨格内に芳香族基が導入された新規のコポリマーが生成されます。芳香

族基の導入は、ポリマーのガラス転移温度（Tg）や融点、接着強度などの熱的・機械的

特性を向上させる上で重要な役割を果たします。従来の脂肪族PHAと比較して、芳香族

PHAはより高い接着力と耐熱性を示し、接着剤としての実用性を大幅に高めています。

背景・業界文脈

接着剤市場は、その巨大な規模と多様な応用分野にもかかわらず、大部分が石油由来の

非生分解性材料に依存しており、環境負荷が課題となっていました。特にホットメルト

接着剤は、包装、製本、自動車部品など多岐にわたる用途で使用されています。石油資

源の枯渇、環境規制の強化、そして消費者からの持続可能な製品への需要の高まりは、

バイオベースで生分解性の接着剤の開発を加速させる原動力となっています。KAISTの

この研究は、この世界的な要求に応える有望なソリューションを提供するものです。



今後の展望

このグルコース由来芳香族PHA接着剤の開発は、環境に優しい接着剤市場に革命をもた

らす可能性を秘めています。研究チームの代謝工学アプローチは、ポリマーの組成や構

造を柔軟に制御できるため、特定の産業用途（例: 生分解性エレクトロニクス、医療用

パッチ、環境配慮型包装材）の要求に応じて、接着性能、柔軟性、分解速度などを調整

したカスタム接着剤の開発が可能になります。今後は、生産プロセスのスケールアップ

とコスト効率の改善、そして各種用途での長期的な性能と安全性評価が焦点となりま

す。将来的には、この技術が石油由来接着剤からの脱却を促進し、より広範な持続可能

な製品エコシステムに貢献することが期待されます。

元記事: https://www.kaist.ac.kr/newsen/html/news/?

mode=V&mng_no=67190&GotoPage=1&skey=keyword&sval=biomanufacturing
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#15 PFASフリー防水繊維｜旭化成のポリプロピレン膜

など新素材の動向

概要

防水繊維技術は、環境規制の高まりを受け、PFAS（パーフルオロアルキル化合物およ

びポリフルオロアルキル化合物）フリーソリューションへの移行を加速しています。ナ

ノスケール表面処理、フッ素フリー化学仕上げ、特殊ポリマーコーティングを施した

撥水糸といった技術が、新たな防水性の実現に貢献。Daikin、Kemira、W. L. Gore &

AssociatesなどがPFASフリーアパレル技術を開発する中、日本の旭化成は天然疎水

性ポリプロピレン膜「RespiGard」を導入し、高性能な環境配慮型素材として注目を

集めています。

公開日 2026年09月25日  Parola Analytics  国際



詳細

主要成果

防水繊維技術の分野において、PFAS（パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロ

アルキル化合物）フリーソリューションへの本格的な移行が加速しています。これは、

ナノスケール表面処理、フッ素フリー化学仕上げ、および繊維の糸に特殊なポリマーコ

ーティングを施す技術革新によって支えられています。特に、Daikin、Kemira、W. L.

Gore & Associatesといった国際的な主要企業がPFASフリーの防水・透湿性アパレル

技術の開発に注力しており、日本の旭化成が天然疎水性のポリプロピレン膜

「RespiGard」を導入したことは、この分野における重要な進展として注目されていま

す。

技術・臨床詳細

従来の防水透湿膜では、PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）などのフッ素系ポリマ

ーが広く用いられていましたが、PFASの環境残留性や健康への懸念から、その代替が

強く求められています。新たなPFASフリー技術は、大きく分けて三つのアプローチが

あります。一つは、繊維表面をナノスケールで改質し、水滴が接触角を高く保つことで

撥水性を付与する表面処理技術です。二つ目は、非フッ素系の撥水剤を用いた化学仕上

げで、シリコーン系やワックス系などの高分子化合物を利用します。三つ目は、個々の

繊維糸に特殊なポリマーをコーティングすることで、生地全体の撥水性と透湿性を両立

させる技術です。旭化成のRespiGardは、ポリプロピレンが本来持つ疎水性を活用し、

微細な多孔質構造によって防水性を保ちながら高い透湿性を実現します。これにより、

外部からの水の侵入を防ぎつつ、内部の湿気を効果的に排出することが可能となり、快

適性と機能性を両立させたアパレル製品への応用が期待されています。

背景・業界文脈

欧州連合（EU）をはじめとする世界各地でPFAS規制が厳格化する中、アパレル産業は

サプライチェーン全体でフッ素化合物を使用しない代替素材への転換を迫られていま

す。消費者からの環境意識の高まりも、PFASフリー製品への需要を後押ししていま

す。Daikinのようなフッ素化学大手も、フッ素フリー製品の開発に舵を切っており、こ

の市場の変革期における競争が激化しています。Parola Analyticsのレポートは、この

動向を特許分析の観点からも裏付けており、企業が新たな技術開発に積極的に投資して

いる状況を明らかにしています。



今後の展望

PFASフリー防水繊維技術の進化は、アウトドアウェア、スポーツアパレル、医療用テ

キスタイルなど、多岐にわたる製品分野に革命をもたらす可能性を秘めています。旭化

成のRespiGardのような天然由来の疎水性素材や、バイオベースのポリマーを用いた技

術は、環境性能と機能性を両立させる次世代の防水技術として、今後さらに研究開発が

進むでしょう。市場はPFASフリー製品への強いシフトを継続し、革新的な素材と製造

プロセスの導入が、業界の新たな標準を確立すると見込まれます。これにより、持続可

能な社会への貢献と、新たな市場機会の創出が期待されます。

元記事: https://parolaanalytics.com/parolanews/hydrophobic-threads-waterproof-tech-

patent-landscape/
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